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新潟くらしの安全かわら版

（１）「偽装質屋」から借り入れをすることは絶対にしないでください

「偽装質屋」はたとえ質屋の許可を得ていても、その実態は高金利のヤミ金です。「偽装質

屋」からの借り入れは絶対にしないでください。「偽装質屋」の特徴としては、「質草は何で

もいい」「返済は年金口座から自動引落し」などと勧誘するのですが、高金利の違法な貸付で

す。また、「偽装質屋」が年金口座から引落しを求めることも法律で禁止されています。さら

に、一時的に借り入れができたとしても、年金等から利息や元本を支払うことになるため手元

にお金が残らなくなり、結果的に同じような借り入れを繰り返えさざるをえなくなります。

（２）生活資金の借り入れや多重債務で困っていたら、自治体の窓口や消費生活センターなど

に相談してください

生活資金の借り入れや多重債務で困っている場合には、不審な業者から安易に借り入れした

りせず、自治体の多重債務相談窓口や消費生活センターに相談してください。また、弁護士会

等で無料の法律相談を行っているところもあるので、まずはそれらの窓口に相談してください。

「偽装質屋」からは絶対に借り入れしないで！

～消費者庁・国民生活センター H25.6.3公表資料より～

－「質草は何でもいい」「年金口座から自動引落し」などのうたい文句に注意－

高齢者等に対して「質草は何でもいい」などと言って担保価値のない物品を質に取り、実際には

年金などを担保として違法な高金利で貸付をするいわゆる「偽装質屋」に関する相談が、全国の消

費生活センターに寄せられています。相談事例をみると、年金の支給対象となる60 歳以上の高齢

者が多く、「借り入れを続けて返済が困難になった」といった事例もみられます。

被害防止のために！

【事例】

ポスティング広告を見て質屋に電話し、「何でもいいから質草を持ってきて」と言わ

れたので、ゴミ同然の時計を持って行き、9 万円を借りた。2 回に分けて、年金支給日

に口座から自動引落しで返済することとなった。利息が高いので一括で返そうと思った

が、11 万円以上も返済しなくてはならず、到底支払えない。借りたものは返さないとい

けないと思うが、生活できない。どうしたらいいか。（相談受付：2013 年1 月、契約者：

60 歳代、男性、福岡県）



「(株)だいかい友の会」積立金還付手続き～7月19日まで

事例 【かさの柄の部分が眼の下にあたってしまった】

ジャンプ式の折りたたみ傘を収納しようとした際に、

柄の部分が飛び出し、目の下に当たった。（治療期間１か月以上）

～消費者庁 News Release 平成25年６月11日 より～

傘が急に開く、又は、閉じたつもりが閉じ切れておらずに急に開くなどして、

顔や指のケガが多くなっています。ケガの程度は軽微なものが多いですが、なか

には、眼等に当たって重傷になった事故も起きています。

★ 事故の概要

★ 事故の原因

(株)だいかい友の会が平成25年4月23日に前払式特定取引業の許可を取り消されたこ

とに伴い、国では割賦販売法に基づく前払業務保証金等の還付手続きを開始しています。

会員の方で、だいかい友の会の契約の解除をされる方は、併せて、経済産業省関東経済

産業局が行っている還付手続きも行ってください。

還付受付期間：平成25年7月19日（金）まで

還付手続方法：申出書を関東経済産業局へ郵送（7月19日消印有効）または持参

※このほか、下記の会場でも受付を行います。

◆新潟での受付会場◆

日 時：平成25年6月26日（水）～平成25年7月2日（火）

午前9時～午後6時まで（最終日は正午まで）

会 場：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター） 展示ホールB

ジャンプ式の折りたたみ傘による事故

＜ボタンを押すと傘が開く＞ ＜自動開閉式の場合：ボタ

ンを押すと傘が閉じる＞

（注：独立行政法人国民生活センター「ジャンプ式や自動

開閉式折りたたみ傘の事故 －重い後遺症が残るケースも

－」（平成20年5月8日）を参考に作成。）

〇傘は右図のように動作するので、傘

を開く際には、傘の中棒が伸びたとき

の長さや、傘が開いたときの大きさを

考慮し、自分や周囲の人の顔や体に当

たらない位置で傘を開くように気をつ

けてください。特に、顔の近くで操作

しないようにしましょう。

○また、傘を閉じる際には、中棒がき

ちんとロックされるまで押し込むこと

や、誤って開閉ボタンに触れてしまわ

ないように気をつけるなど、傘の操作

には十分注意しましょう。

事故防止のために！

○還付手続きに関するお問い合わせ先○

関東経済産業局 産業部 商務・取引信用課「だいかい友の会」還付申請受付窓口

〒330-9715 さいたま市中央区新都心１－１ さいたま新都心合同庁舎1号館８F TEL：048-600-0349


